
昔
か
ら
の
慣
習

　「
男
子
厨ち
ゅ
う
ぼ
う房

に
入
ら
ず
」。
昔
か

ら
日
本
の
社
会
で
は
、
家
事
は
女

性
が
す
る
も
の
と
い
わ
れ
、
男
性

は
経
済
的
に
、
女
性
は
家
事
な
ど

の
生
活
的
な
こ
と
で
、
お
互
い
が

家
庭
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

　
性
別
で
お
互
い
の
役
割
を
分
担

す
る
こ
と
は
、
戦
後
か
ら
高
度
経

済
成
長
期
ま
で
日
本
が
成
長
し
て

い
く
に
当
た
っ
て
、
効
率
的
な
選

択
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
個
人
の
思
い
や
個
性
、

能
力
な
ど
は
生
か
さ
れ
る
こ
と
な

く
、「
男
だ
か
ら
」「
女
だ
か
ら
」

と
い
う
理
由
だ
け
で
役
割
が
決
め

ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
す
。

男
女
共
同
参
画
と
は
　

　
平
成
11
年
に
男
女
共
同
参
画
社

会
基
本
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

法
の
中
で
「
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
を
二
十
一
世
紀
の
我わ

が
国

社
会
を
決
定
す
る
最
重
要
課
題
」

と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本
当
の

男
女
共
同
参
画
社
会
が
求
め
ら
れ

て
い
る
の
で
す
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
「
男

女
が
お
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重

し
つ
つ
、
責
任
を
分
か
ち
合
い
、

性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
そ
の
個

性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る

社
会
」
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
身
近
な
話
で
は
▼
家

庭　
家
族
み
ん
な
で
家
事
や
子
育

て
、
介
護
な
ど
を
協
力
し
合
い
、

明
る
く
て
楽
し
い
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
。
▼
職
場　
男
性
も

女
性
も
仕
事
と
家
庭
の
両
立
が
可

能
な
職
場
環
境
が
あ
り
、
一
人
一

人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
活
躍
を
す
る
こ

と
に
な
る
。
▼
学
校　
お
互
い
の

人
格
が
尊
重
さ
れ
る
こ
と
の
大
切

さ
を
学
び
、
就
職
や
進
学
で
も
男

女
の
区
別
無
く
、
意
思
を
尊
重
しデータからみる大津の男女共同参画

た
進
路
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

▼
地
域　
地
域
で
の
活
動
や
役
員

な
ど
も
男
性
と
女
性
ど
ち
ら
も
主

体
的
に
関
わ
り
、
み
ん
な
で
良
い

地
域
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
よ
う
な
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。

心
の
豊
か
さ
を
　

　
現
在
は
、
物
の
豊
か
さ
よ
り
も

心
の
豊
か
さ
が
求
め
ら
れ
て
い
る

世
の
中
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
個
性
を
生
か
し
合
う
男
女

共
同
参
画
の
社
会
が
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
世
の
中
の

流
れ
で
は
、
必
然
で
あ
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
性
別
は
、
自
分
で
選
ぶ
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　「
私
が
、
私
で
い
ら
れ
る
よ
う

に
―
」。
そ
の
思
い
を
か
な
え
る

た
め
に
男
女
共
同
参
画
社
会
は
求

め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

男
女
共
同
参
画
と
い
う
考
え
方

なんとなく分かりづらい
「男女共同参画」。
しかし、これからの世の中で、
私たちが暮らしていくために、
知っておけば、必ずためになることです。

意
識
か
ら
分
か
る
男
女
の
関
係

　
平
成
22
年
に
町
が
行
っ
た
男
女

共
同
参
画
に
関
す
る
町
民
意
識
調

査
か
ら
は
こ
ん
な
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

　
「
学
校
教
育
の
場
」
や
「
法
律

や
制
度
上
」
な
ど
は
平
等
感
が
あ

る
よ
う
で
す
が
、
男
性
、
女
性
ど

ち
ら
か
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
と
考

え
て
い
る
人
は
ど
の
分
野
も
10
％

未
満
で
す
。
特
に
「
社
会
通
念
・

慣
習
な
ど
」
で
は
町
民
の
72
％
が

男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と

い
う
考
え
に
、
同
感
す
る
と
回
答

し
た
人
は
３
割
で
す
。
依
然
と
し

て
性
別
で
の
役
割
分
担
意
識
が
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
そ
の
考
え
に
６
割
強
の
人
た
ち

は
、
同
感
し
な
い
と
回
答
し
て
い

ま
す
が
、
大
津
町
で
は
家
庭
生
活

で
の
ほ
と
ん
ど
の
家
事
を
「
主
と

し
て
妻
」
が
担
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

　
性
別
で
の
役
割
分
担
に
同
意
し

な
い
と
考
え
る
人
が
多
い
中
、
現

実
に
は
多
く
の
家
庭
で
「
男
は
仕

事
、
女
は
家
庭
」
と
い
う
役
割
分

担
を
し
て
い
る
状
況
が
あ
る
よ
う

で
す
。

　だまだ結婚や子どものことを考えて
はいません。今までアルバイトをやっ

たことがないので、働くことを知りたいと
思っています。学校では、電子工学の研究
をしていて、研究者やエンジニアになりた
いと思っています。理系は女性が少ないん
です。女性にも素晴しい人は多くいるので、
理系などの部門でも女性が活躍していくこ
とも必要だと思っています。

二十歳の男女が語る

男と女
今年1月、めでたくも新成人と
なった 2人の男女に、自分の夢
や男女共同参画を語ってもらい
ました。

ま　は大学で栄養学を勉強しています。
大学を卒業したら、栄養士関係の仕

事をしたいと思っています。男女共同参画
は、テレビなどで聞いたことがあります。
現在は、育児は女性が中心になっていて、
職場への復帰なども難しいので、仕事も家
庭も男性のサポートが必要だと思います。
男性が育児をすることが、珍しいことでは
ない世の中になってほしいですね。

﨑さ
き

山や
ま

　
晋し

ん

さ
ん

（
平
川
）

六ろ
っ

嘉か

美み

希き

さ
ん

（
大
林
）

今

幸せのバランス

0 20 40 60 80 100%

凡　例

家庭生活で

職場で

学校教育の場で

政治の場で

地域活動・
社会の場で

法律や制度の上で

社会通念・慣習
しきたりなどで

男性の方
が非常に
優遇

どちらか
といえば
男性の方
が優遇

平等
どちらか
といえば
女性の方
が優遇

女性の方
が非常に
優遇

わからない 回答なし

6.7 41.7 39.9 3.4 6.0 0.51.8

10.7 34.5 30.8 6.0 13.7 2.81.5

1.8 8.3 54.4 2.9 28.7 3.60.3

19.5 41.3 21.8 1.5 14.3 1.30.3

8.5 37.6 31.9 6.0 13.5 1.5
1.0

6.2 26.1 41.6 6.8 6.8 1.51.0

19.2 53.6 13.4 2.6 9.4 1.1
0.7

男女の地位の平等感

0 20 40 60 80 100%

同感
どちらか
といえば
同感

どちらか
といえば
同感しない

同感しない わからない 回答なし

凡　例

全体

男性

女性

3.7 23.9 27.3 38.0 6.8 0.3

5.6 28.9 28.3 28.9 8.3 0.0

20.1 26.4 44.9 5.7 0.62.3

「男は仕事、女は家庭」という考え方

主として
夫

主として
妻

夫婦で
同程度

その他の人
（親・子どもなど）

わからない
（経験なし）

回答なし

0 20 40 60 80 100%

凡例

掃除

家計の管理

食事の
したく

食事のかたづけ・食器洗い

家庭の仕事の役割分担

洗濯

町内会などの地域活動

育児

介護や看病

3.5 76.9 15.9 2.0
0.2

1.5

13.1 17.2 0.2
0.7 0.7

2.2 86.1

68.1

7.8 1.1

4.6 76.4 15.5 0.7

3.1 82.4 10.0 3.5 0.9

36.4 26.6 24.8 2.6

2.6

2.6

8.5 1.1

0.0 57.3 26.8 1.7 10.9 3.3

1.50.7 41.4 23.1 1.7 31.6
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0.7
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0.20.2

0.20.2
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